




































































































































































作假見證、害你的近人。 」となっている。これらのうち、代表訳の文が教要解略のものと同一である。これは代表訳が「訳文は中国語の文章法用語法を尊重すること」 （川島第二郎・土岐健治「初期日本 訳聖書と中国語訳聖書」 『聖書の世界
　
総解説』 、自由国民社、二〇〇一年全
訂新版、四四五頁）を方針の一つ していることと関係しているのかも知れない。但し、 「妄 」 いう語は『漢語大詞典』第四巻の「妄」の項（二七七頁―二八〇頁）の中には見当たらなかった。ただ、 『大漢和辞典』巻三の「妄」の項（六四〇頁―六四二頁）の中に認められたが、「w
ang
4 cheng















何となれば、言語は内心の打明け、考への表現を通じて人々を結合する爲のものであり、噓言は言語の濫用であり、信任 傷けるからである。僞證に至つては他人の名譽を傷つけるものとして 社會生活に對し一層の大罪を犯すものである。 」 （ 「掟」冨山房『カトリック大辭典
   




















































































πολλοὶ γὰρ ἐψευδομαρτύρουν κατ’ αὐτου, καὶ ἴσαι αἱ 


















。 」 （大正新修大藏經第十二巻、五八七頁） とあるように、ブッダが 「三
十七品」 、すなわち「三十七道品」という悟りへの修行方法を三十 に分類したもの（中村元監修『新・仏教辞典』誠信書房 一九六二 初版、一九八〇年増補、二〇四頁）の根本は欲であるから、悟り 向けてい欲を持たねばならぬというむね ことを述べた箇所で 最後 すべての悪事は
虚妄
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一。 」 （鳩摩羅什譯 『妙法蓮華經』 「譬喩品」
大正新修大藏經第九巻、十三頁）という用例があった。これは「煩悩や苦しみに満ちた三界を燃え盛 家に喩え、そ 家に遊び戯れている子供たちを衆生に喩える。 」 （ 「火宅」中村元他編『岩波
　
仏教辞典』一









新装版』講談社、一九八一年 一〇六二頁） 。名詞であ 。また、 「虚妄」と訳された原語のサンスクリットは
ʻm
r9s4āʼ である（同辞典、同頁） 。


















































































































































































































するであろう。 「心言行」のうち「言」 、すなわち言葉によって他者の身体を痛め害い、名誉を毀損し、財産に損害を与 ることを ないである。
（三）
 
原文は「言之害人。最大者無如妄證 」 （二十二葉裏） 。ここでは「妄
證」すなわち偽証の破壊的性格が ～最大者無如…… とい 表現により際立たされてい ように思われる。
（四）
 
原文は 「尤無如公庭之時。 」 （二十二葉裏） 。 『漢語大詞典』 二巻の 「公」
の項の中に「公庭」という語が掲げられており、そ 第三 語義に「公堂、法庭」 （六十七頁）とあり、明の阮大
鋮
の『燕子箋』 「謁汧」の中








、爲避羅鉗造狄門。 」 （巻下、第二十六齣「謁汧」 〔古代
戯曲叢書『燕子箋』 〈劉一禾注、張安全校〉上海古籍出版社、一九八六年、一二九頁〕となる。國民文庫刊行會『國譯漢文大成』文學 、第十七巻（一九二三年）所収の宮原民平譯竝註「國譯燕子箋」では「公庭」に「しらす」というルビがふられ（一五五頁） 、註【二四】に「
公庭4
。





広州に滞在したことのあるドミニコ会士ガスパール・ダ・クルス（？―一五七〇）の手になる『中国誌』第一八章「ロウティアおよびその下僚たちに対する支給 ついて」が興味深い記述を残してくれている。それによれば、 「ロウティアの官邸にいる門番・執達吏・書記・笞刑執行人、その他いかな 下僚がもらう俸給も充分であり、その支払は毎月きちんと行なわれる。こう 下僚たちの前で官吏たちはその職務裁判にかかわる一切のことを行なう。 たちはすべてに立ち会い、査問において彼ら（ 証言）によって官吏たちは有罪とも無罪ともなる。……ロウティアが訴訟当事者 聴聞し、決裁 ため 自 の席についている間、門番・書記・執達吏 、その他の 入口に控えている。門番のひとりは 訴訟依頼人が入 くると、ロウティアがいるず ぶん遠いところにも聞こえるよう 大声で 誰が 何のために来たのかを告げ 。地面に両膝をついていなければロウティアへは話しかけ
  （ることはでき）
  ない。話しかけるときも通常かなりの間隔
を隔てである。訴訟依頼人はそ 場からよく聞きとれるよう 大声でロウティアへ一件の申し立 を行なう。 」 （日埜博司編訳『クルス「中国誌」 』新人物往 社、一九九六年、一七〇頁、一七二頁 あるように、裁判は「ロウティア」 すなわち「老爹」 （一五七頁、訳註
  （１） ）
なる政府の高官による一種の行政行為であったようである。日埜 『クルス「中国誌」 』一七三頁の訳注（５）には中川忠英『清俗紀聞』巻之二 「居家」 の 「衙門聴訟」 のことが言及されている。平凡社東洋文庫 『清俗紀聞
　
１』 （孫伯醇・村松一弥編）には「年中行事
  （図版） 」 （九十八








の「第八誡 毋妄証。 」 （巻之下、八十三葉表～八十八葉表）には、 「各種妄証。乃本 之罪。畧有五端。曰
公庭4
妄証。曰無故洩人隱非。曰讒
言毀人。曰各類誑詞 曰違犯是誡之罰。 」 （八十三葉 ）とあるように偽証が五つに分類され、 「公廷妄証」が第一に挙げられている。
（五）
 
原文は「此時兩造質成。 」 （二十二葉裏） 。 『辭海』 （合訂本） （中華書
局香港分局、一九四七年）は「兩」の項の中に「兩造」という語を掲げ、「卽俗謂原告被告也。 」 （一四六頁）と語義を示し、 『周禮』 「秋官」 「大司寇」の中の文章と『書経』 「呂刑」の中の文章を用例として ている。前者は後部を含めると、 「以兩造禁民訟、入束矢於朝、然後聽之。 」（ 『周礼注疏』 〔鄭玄注、賈公彦疏〕巻第三十四〔十三經注疏整理本第九冊、一〇六三頁〕 ）とある。大司寇 職責を記したも である ここには裁判において原告と被告 双方の言い分を聴く体制が理念的に示されている。春秋時代から明末までこの理念が受け継が ただけでなく、現実に具体化され定着したも と考えてよいのではないであろうか。
（六）
 
原文は「証之者。投左左重。投右右重。 」 （二十二葉裏） 。
（七）
 
原文は「利害禍福。判於片晷。 」 （二十二葉裏） 。
（八）
 









そうしてある者が他のある者に発する言葉を見定め、いずれが真実であるかをつきとめるにいたるのである。もしこれで真実がわからなければ、激しい笞打ちや拷問を加える。このようにあの手この手を使って詮議・尋問 ている事件の真相をつきとめるのである。彼らは自分たちの神々など全然尊重しない で、宣誓は行なわない。しかしなら、身分ある人物、毫も嘘をつくとは思はれぬ人物 証言は を尊重する。 」 （一八三頁）と う興味深 記述がある。
（九）
 
原文は「倘人本無是事。而故誣陷之。如此者妄。 」 （二十三葉表） 。前












妄。 」 （二 三葉表） 。戸川芳郎監修『全訳
　
漢辞海』 （三省堂） 「曲」の
































いて、 「尋問」は「裁判所又は当事者が、証人又は反対当事者に対し、質問を発し、強制的に返答させること。 」 （我妻栄『新版
　
法律学辞典』
有斐閣、一九六七年、六七五頁）をいうのであり、他方「審理」は「一般的には、取り調べて明らかにすることをいう。法令においては、裁判手続について、事案の事実関係および法律関係を明確にするための作用の意味で用 られる。 」 （佐藤幸治他編『コンサイス法律学用語辞典』 （三省堂、二〇〇三年、八九八頁）である。もう一つ、現代の法律制度における同様なものに「取調べ」がある。それは、 「捜査機関が被疑者や参考人に供述を求める行為。 」 （法令用語研究会編『有斐閣
    法













乘閑而逞無益之譚。使人廢時失事。克類之盡。亦屬妄証也。 」 （二十三葉表） 。 「人欲」については『辭海（合訂本） 』に「人之嗜慾也。 」 （八十頁）という語義が記された後に、 『禮記』 「樂記」の中の一文とそれに関する疏が用例と用例に関するものとして挙げられている。それらの前の部分も合わせると、 「夫物之感 無窮、而人之好惡無節、則是物至而人化物也。人化物也者、滅天理而窮
人欲
00
者也。 」 （ 『礼記正義』 〔鄭玄注、











之私也。 」 （中華書局新編諸子集成『四書章句集註』 （三頁）
と記すように、宋学では「人欲」は単なる欲望ではなく 理念の極致である「天理」の欠如態として徹底的に否定された。しかし 明代に陽明学の「左派のうちから王艮（王心斎）のごとき庶民思想家がつぎつぎと現われ、人欲もまた天理 あると主張し…形骸 した朱子学的士大夫道徳の偽善を激しく攻撃する。 」 （島田虎次『中国 伝統思想』みすず書房、二〇〇一年、一七一頁）ようになった。このような「 欲」肯定の思想に抗し、明末には伝統的な儒教思想への回帰を目指 人々が出て来た。その中心的なグループが、 「…反儒教的放縦 対す 掊撃是正の立場から名教礼節の護持を強調」 （後藤基巳「明末儒教とカトリック伝道」 『明清思想とキリスト教』研文出版、一九七九年、一〇一頁）する東林派の人士であった。従って この 文は明末中国におけるカトリック伝道が「人欲」否定の東林派の側に親和的な態度を取ったことを示唆するものではないであろうか。 すれば、 「東林学 中心





























巻三「真宗」の中の文章が用例 挙げられている。その前後の部分も含める 、 「及韓侘胃立僞學之名、延及張居正、魏忠賢、率以此附致儒者於罪罟之中、毀其聚講之所、陷其受學之人、鉗綱修士、如防盗賊。彼亦非無挾以爲之辭也 固將曰
: 『天子作君師、以助上帝綏四方者也。






















必入、視人如草芥、從惡順流。 」 （ 『北齊書』巻八「帝紀」第八「幼主」










洩人隱非」の中には、 「宣洩有故有益。無罪。 」 （巻之下、八十四葉表）とあるように、他者の隠れた過ちを明るみにすること 関して、然るべき理由があって有益である三つの場合が示されている すなわち第一に、 「如聞人謀畔逆謀
ん
殺。吾知而發之。遏絕亂畧。無俾惡成。則




することである。第三に、 「次則人犯某慝衆本共知我爲宣揚。差不傷理。 」（同葉表）とあるように、他者の悪業が周知の事実であって、自分が公けにしたとしても道理に悖らないことである。このように明白に社会的悪や個人的悪と見なされるものに関しては当該政府機関や教会関係者に知らせるこ が求められるのであろう。
（十四）原文は「若人原無是事。或有之而他人尚未之知。自我始暴其短焉。























要序論』 （パリ国立図書館漢籍第六九七二番）の「十誡條目」 「八毋妄證」においても、 「又論人之是非長短有兩項。一。其人本無此非。而有意加之。一其人實有此非。他人原知衟。獨爾吐露。告人知之。亦犯 誡又或衆人皆知某短。爾無故說起。亦有罪。因我不願又論我之短。我亦不該論人之短。理宜然 」とあるように、周知であると否とを問わず、他者の非を論ずることがおきてを犯すもの して拒けられている。ここには西洋近代の容赦ない告発を是 す 峻厳苛烈な社会倫理 は趣を異にする世界が広がって るのではないか。それは轟音をあげて進み行く近代社会 前で立ち竦み、逡巡狐疑してやまな よう カトリックの人間の弱さをも包容す 柔かな社会倫理と言い得るものではないであろうか。
（十五）原文は「至讒謗人者。亦當以此義推之。 」 （二十三葉表） 。 
 
前掲ディアス『天主聖教十誡直詮』の「第八誡。毋妄証。 」の中の「讒










































































「有犯此罪者。不但要痛悔。定改過之心。還要殫盡心力。☃洗人之寃抑全補人之聲名。 」 （十七葉裏～十八葉表）と、教要解略 ほぼ同様のことが記されている。
（十九）原文は「
　
天主乃恕宥之。 」 （二十三葉裏） 。
 















、幷特還章節。 』 」 （ 『宋書』巻九十











































































語の「ドチリナ・キリシタン」では「讒言」と訳されてい のであろう。ただ、 「讒言」には法廷用語としての意味合いは薄いの はないであろうか。　
これに対して漢訳語の「妄證」は、法廷用語の色彩が感ぜら
れる。感ぜられるだけではなく、教要解略では証言者に重点を置いて訴訟や裁判のことが言及されている。司祭 信者の生活の実態を押えてこれに即して助 し指導しなければならないで、教要解略の中に らのことが取り扱われていることは明末中国に生きた人々にとって訴訟や裁判が彼らの日常生活の中で展開される出来事とし 身近 ったことを物語るのではないであろうか。　
前掲ディアス『天主聖教十誡直詮』 「第八誡。毋妄証。 」の「公







































とあるように、裁判官（ 「官吏」 ） 、証人（ 「証































































あるように、法廷で行なわれる偽証が問題とされるだけでなく、虚偽の契約も批判されてい 。ここ は、寺田浩明「 清


































































































よれば、 「…四民的階級 國家を構成する天與の當然の階級構造と考へられてゐたのである。 」
（九十四頁）
とあるように、士

















原理的には自由にこの階層構造を上下することが可能である。被治者の群れに蠢く名もない一介の庶民の中から皇帝が誕生することが有り得る世界なのである。こ ような 国土着の儒教の特徴が中国の人民に法的 訴権を認めさせたのであろうか。加えて、宋学の理気二元論は人間の等質性を原理的に認めさせる思想的な駆動力を提供したように見える。そのことは儒教支配の完成期に当たる明清期に訴訟が増加したこととは無縁でさそうに思われ ならない。　
このように構造的に訴訟社会であった明末中国にあってイエ

































示すところの人の内面の本性が損われる。そのとき最早、自らの意思によって内面 本性を原状 回復す ことは出来 い。それゆえに、社会と関わりを持ち続ける一人の人間が自らの道徳本性を守り抜くために共通 に根拠づ られると ろ 正義を追求することが、神への一筋 道であったので ないであろうか（続） 。
